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一
方
で
、
ス
ト
レ
ス
の
な
い
環
境
の
下

で
飼
育
さ
れ
た
動
物
の
生
産
物
に
対
す
る

好
感
度
は
高
い
も
の
が
あ
る
。

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
配
慮
し
た

畜
産
食
品
を
購
入
し
た
い
で
す
か
？
」

　

と
の
問
い
に
対
し
、「
購
入
し
た
い
」は

73
％
に
上
っ
た
。

　

認
知
度
の
低
さ
と
対
照
的
な
食
品
に
対

す
る
期
待
感
─
─
そ
の
落
差
を
埋
め
て
い

く
こ
と
が
、
Ａ
Ｗ
の
普
及
・
推
進
に
向
け

た
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
は
、
畜
産
動
物
に
対
す
る
Ａ
Ｗ

推
進
の
枠
組
み
づ
く
り
が
立
ち
遅
れ
て
い

る
。

　

外
郭
団
体
が
ま
と
め
た
飼
養
管
理
指
針

の
普
及
活
動
を
細
々
と
続
け
る
一
方
、
国

際
機
関
の
Ａ
Ｗ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
め
ぐ
る

委
員
会
を
年
に
数
回
開
催
す
る
農
林
水
産

省
。
動
物
の
愛
護
と
管
理
に
関
す
る
法
律

の
な
か
に
条
文
は
あ
る
も
の
の
、
家
畜
に

対
す
る
具
体
策
の
な
い
環
境
省
─
─
関
連

の
法
整
備
が
な
さ
れ
、
家
畜
の
飼
い
方
を

転
換
し
て
畜
産
改
革
が
急
速
に
進
む
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
。

　

Ａ
Ｗ
に
反
対
す
る
人
は
誰
も
い
な
い
。

し
か
し
、
推
進
の
た
め
の
施
策
や
生
産
構

造
の
転
換
に
な
る
と
、
二
の
足
を
踏
む
。

消
費
者
の
理
解
も
進
ん
で
い
な
い
…
。
そ

ん
な
状
況
の
な
か
、
民
間
団
体
に
よ
る
挑

戦
が
続
い
て
い
る
。

　

昨
年
春
、「
北
海
道
・
農
業
と
動
物
福
祉

の
研
究
会
」を
改
組
し
誕
生
し
た（
一
社
）

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
協
会
は
、

乳
牛
を
皮
切
り
に
Ａ
Ｗ
畜
産
の
認
証
制
度

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

　

90
年
代
、
Ａ
Ｗ
先
進
国
の
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
世
界
最
大
の
動
物
保
護
団
体
の
英
国

王
立
動
物
虐
待
防
止
協
会（
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）

に
よ
っ
て
、
家
畜
福
祉
が
達
成
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
表
示
す
る「
フ
リ
ー
ダ
ム

フ
ー
ド
認
証
制
度
」が
創
設
さ
れ
た
。
今

で
は
市
民
の
間
に
定
着
し
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ

の
認
証
マ
ー
ク
が
貼
ら
れ
た
畜
産
食
品
が

ご
く
普
通
に
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
も
並
ん

で
い
る
と
い
う
。

　

施
設
型
畜
産
が
盛
ん
な
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、

「
ベ
タ
ー 
レ
ー
ベ
ン
」の
認
証
シ
ス
テ
ム

が
始
ま
り
、
す
で
に
数
千
万
頭
の
家
畜
が

認
証
マ
ー
ク
を
付
け
て
出
荷
さ
れ
、
売
上

高
も
急
伸
し
て
い
る（
後
述
）。

　

日
本
に
は
こ
れ
ま
で
、
放
牧
畜
産
や
高

品
質
な
食
品
の
認
証
制
度
は
あ
っ
た
が
、

Ａ
Ｗ
に
特
化
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
協

会
は
、
公
益
社
団
法
人
・
畜
産
技
術
協
会

（
東
京
）の
評
価
基
準
を
ベ
ー
ス
に
２
年
が

か
り
で
独
自
の
認
証
シ
ス
テ
ム
を
創
設
。

昨
年
夏
ま
で
に
乳
牛
の
認
証
農
場
の
Ａ
Ｗ

基
準
を
ま
と
め
、
運
用
を
始
め
た
。

　

こ
の
認
証
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
的
な
Ａ

Ｗ
原
則
に
な
っ
て
い
る「
５
つ
の
自
由
」の

考
え
方
に
忠
実
に
、「
動
物
」「
施
設
」「
管

理
」の
各
ベ
ー
ス
に
沿
っ
た
評
価
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
80
％
以
上
ク
リ
ア
し
た
農

場
を
認
証
す
る
も
の
だ
。

　

快
適
性
に
関
す
る
基
本
的
な
項
目
に
加

え
、
濃
厚
飼
料
の
多
給
や
生
産
病
の
発

生
、
出
産
回
数
の
低
下
な
ど
乳
牛
の
健
康

や
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
損
ね
て
い
る
問
題
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
一
方
、
従
事
者
一
人
あ
た

り
飼
養
頭
数
の
上
限
を
設
け
人
間
の
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
に
も
配
慮
し
た
。
ま
た
、
日
本

政
府
も
加
盟
す
る
Ｏ
Ｉ
Ｅ（
世
界
動
物
保

健
機
構
）の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
諸
外
国
の

Ａ
Ｗ
基
準
、
有
機
畜
産
の
認
証
基
準
な
ど
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アニマルウェルフェアの今
──民間団体の普及・推進に向けた動きから──

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
家
畜
福
祉
・
Ａ
Ｗ
）先
進
地
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
家
畜
の
飼
い
方
を
大
き

く
見
直
す
な
か
で
、
関
連
す
る
法
令
の
整
備
や
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
の
開
発
な
ど
の“
畜
産
改
革
”が
急
速
に
進
ん
で

い
る
。
畜
産
の
歴
史
が
浅
い
こ
と
も
あ
り
法
整
備
は
立
ち

遅
れ
、
Ａ
Ｗ
の
認
知
度
も
低
い
日
本
で
は
、
動
き
の
鈍
い

行
政
や
業
界
団
体
に
頼
る
こ
と
な
く
、
民
間
団
体
の
地
道

な
活
動
が
続
く
。
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境
の
下
、
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
配
慮
し
て
家
畜
を
飼
う
農
場
や
製

造
さ
れ
る
畜
産
食
品
を
認
証
す
る
。
独
自
の
改
善
計
画
を

作
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
き
普
及
を
図
る
─
─
そ
ん
な
試
み
を
通
し
て
、
明

日
へ
の
希
望
を
模
索
す
る
営
み
の
一
端
を
紹
介
し
よ
う
。

　

毎
年
８
月
、
北
海
道
大
学
構
内
で
開
催

さ
れ
る
食
と
農
の
イ
ベ
ン
ト「
北
大
マ
ル

シ
ェ
」。
わ
た
し
も
役
員
を
務
め
て
い
る

一
般
社
団
法
人
・
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
畜
産
協
会（
瀬
尾
哲
也
代
表
理
事
）は
、

昨
年
の
同
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
、
来
場
者
２
３
０

人
か
ら
回
答
を
得
た
。

「
あ
な
た
は
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

（
家
畜
福
祉
・
Ａ
Ｗ
）と
い
う
言
葉
を
知
っ

て
い
ま
し
た
か
？
」

　

こ
の
質
問
に「
知
ら
な
い
」と
答
え
た
人

の
割
合
は
77
％
。「
内
容
を
含
め
、
よ
く

知
っ
て
い
る
」は
７
％
に
す
ぎ
な
い
。
農

業
や
食
に
関
心
の
あ
る
人
が
多
い
マ
ル

シ
ェ
来
場
者
に
も
、
Ａ
Ｗ
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
な
い
。

Ａ
Ｗ
の
認
知
度
は
低
い
一
方
で

畜
産
食
品
に
は
好
感
度
が
高
い

乳
牛
の
認
証
シ
ス
テ
ム
を
創
設

Ａ
Ｗ
食
品
に
ロ
ゴ
つ
け
食
卓
へ

▲全国各地からアニマルウェルフェアに関心を持つ
100 人ほどが訪れたＡＷＦＣのシンポジウム（７月１
日、日本獣医生命科学大学で）

◀（一社）アニマルウェルフェア畜産協会では「北大マ
ルシェ」の来場者を対象にアンケート（昨年８月、北
大構内で）

畜
産
改
革
目
指
し
独
自
認
証
の
試
み
も

鍵
は
認
知
度
の
向
上
と
消
費
者
意
識

国内では最大規模の放牧養豚を営む幕別町忠類の「エルパソ豚牧場」。広大な牧場を闊歩する豚たちは人なつっこい。
敷地内に生ハム工房を建設し、アニマルウェルフェア畜産食品の製造・販売も手がける
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り
を
見
せ
る
。
松
木
さ
ん
の
調
査
に
よ
る

と
、
昨
年
の
認
証
商
品
の
売
上
高
は
８
億

ユ
ー
ロ（
約
１
０
４
０
億
円
＝
１
３
０
円

／
ユ
ー
ロ
換
算
）で
、
08
年
に
比
べ
12
倍

に
急
伸
し
て
い
る
と
い
う
。 

　

日
本
の
養
豚
関
係
者
や
販
売
業
者
、
消

費
者
に
は
、
こ
う
し
た
情
報
が
き
ち
ん
と

伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
急
速
な
変
化
に
対
応

で
き
て
い
な
い
の
が
実
態
だ
。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
採
卵
鶏
は
ど
の
よ
う
に
飼

わ
れ
て
い
た
か
─
─
山
梨
県
内
で
有
機
卵

や
放
牧
卵
な
ど
を
生
産
す
る
黒
富
士
農
場

の
向
山
一
輝
さ
ん
が
報
告
し
た
。

　

年
間
約
３
千
５
百
万
羽
が
飼
わ
れ
、
約

10
億
個
を
採
卵
す
る
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
２

０
０
８
年
に
従
来
型
の
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ

が
禁
止
さ
れ
、
５
年
後
に
改
良
型
ケ
ー
ジ

も
禁
止
さ
れ
る
。
ま
た
、
鶏
の
く
ち
ば
し

を
切
断
す
る「
デ
ビ
ー
ク
」は
、
孵
化
場
で

の
赤
外
線
方
式
の
み
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、

来
年
に
は
全
面
禁
止
の
予
定
と
い
う
。

　

ケ
ー
ジ
鶏
舎
に
代
わ
っ
て
導
入
さ
れ
て

い
る
の
が
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に

配
慮
し
た
平
飼
い
の
鶏
舎
。
大
学
や
政
府

関
連
機
関
な
ど
が
共
同
で
開
発
し
た
、
鶏

の
自
由
度
が
高
い
、
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー

拶
。
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
イ
ス
の
Ａ
Ｗ
事
情
を

中
心
に
報
告
や
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。

　

有
機
野
菜
や
無
添
加
食
品
の
宅
配
事
業

体「
ら
で
ぃ
っ
し
ゅ
ぼ
ー
や
」の
生
産
者
グ

ル
ー
プ「
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｘ
の
会
」は
今
年
５
月
、

オ
ラ
ン
ダ
の
Ａ
Ｗ
事
情
を
視
察
し
た
。
訪

問
先
は
養
豚
・
養
鶏
場
や
肉
牛
の
放
牧
農

場
、
動
物
保
護
団
体
、
世
界
の
Ａ
Ｗ
研
究

の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
ワ
ー
ゲ
ニ
ン
ゲ
ン

大
学
、
自
然
体
験
農
場
な
ど
。
シ
ン
ポ
で

は
ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
Ａ
Ｗ
研
究
歴
が

長
く
、
こ
の
視
察
の
案
内
役
も
務
め
た
同

大
名
誉
教
授
の
松
木
洋
一
さ
ん
が
養
豚
業

界
の
事
例
を
中
心
に
解
説
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
養
豚
農
場
は
、
２
０
０
０

年
に
は
１
万
４
千
あ
っ
た
が
、
16
年
に
は

５
千
に
ま
で
減
る
一
方
で
、
一
農
場
あ
た

り
飼
養
頭
数
は
逆
に
３
倍
近
く
に
増
え
た

と
い
う
。
原
因
は
後
継
者
不
足
や
離
農
、

資
金
難
な
ど
。
日
本
と
同
様
の
問
題
を
抱

え
、
施
設
型
畜
産
に
傾
斜
し
て
い
る
。

　

松
木
さ
ん
は
、「
18
年
ま
で
に
雄
の
子
豚

の
去
勢
を
廃
止
す
る
」と
し
た
Ｅ
Ｕ
の
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
宣
言（
10
年
）を
受
け
、「
オ
ラ

ン
ダ
で
は
去
勢
手
術
の
廃
止
政
策
が
先
駆

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
」と
述
べ
、
従
来

の
Ａ
Ｗ
政
策
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
と

強
調
。
会
員
数
16
万
５
千
人
の
オ
ラ
ン
ダ

動
物
保
護
協
会
と
農
業
者
団
体
が
反
発
し

あ
う
こ
と
な
く
連
携
し
、
動
物
の
よ
り
満

た
さ
れ
た
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力

を
重
ね
る
な
か
で
、「
ベ
タ
ー 

レ
ー
ベ
ン
」

認
証
制
度
が
誕
生
し
て
い
く
経
緯
な
ど
を

語
っ
た
。

　

13
年
か
ら
３
年
間
で
、
こ
の
認
証
制
度

を
活
用
す
る
農
場
は
１
・
５
倍
、
食
品
加

工
企
業
は
７
倍
に
増
え
、
18
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
企
業
が
参
加
す
る
な
ど
広
が

（
う
ち
北
海
道
は
２
）が「
３
カ
年
計
画
」を

公
開
し
て
い
る
。

「
認
証
」「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
ど
ち
ら
が
Ａ

Ｗ
の
普
及
・
推
進
に
貢
献
で
き
る
の
か
─

─
両
団
体
の
会
員
に
な
っ
て
い
る
わ
た
し

に
も
、
正
直
言
っ
て
よ
く
分
か
ら
な
い
。

日
本
の
Ａ
Ｗ
の
取
り
組
み
は
、
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
だ
。
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
関

係
者
の
声
を
聞
き
つ
つ
、
実
践
を
積
み
重

ね
な
が
ら
有
効
な
方
策
を
見
つ
け
だ
す
し

か
な
い
、
と
思
う
。

　

７
月
１
日
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
の
近
況
と
日
本
畜
産

の
課
題
」を
テ
ー
マ
に
し
た
、
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ

主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
東
京
の
日
本
獣

医
生
命
科
学
大
学
で
開
か
れ
た
。

「
Ａ
Ｗ
が
話
題
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
追

い
風
に
、
そ
の
考
え
方
を
国
内
の
生
産
者

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
日
本

の
消
費
者
に
は『
国
内
産
な
ら
安
全
だ
ろ

う
』と
い
う
意
識
が
強
い
が
、
世
界
の
事

情
を
見
る
と（
Ａ
Ｗ
に
対
す
る
）意
識
は
遅

れ
て
い
る
。
家
畜
と
人
間
と
の
付
き
合
い

方
を
考
え
、
広
め
て
い
く
運
動
を
し
て
い

き
た
い
」

　

と
中
嶋
代
表
が
課
題
に
触
れ
な
が
ら
挨

も
参
考
に
し
て
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
と
遜

色
の
な
い
も
の
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

認
証
農
場
の
生
乳
を
加
工
・
販
売
す
る

場
合
は
別
途
、
同
協
会
の
審
査
を
受
け
、

食
品
事
業
所
と
し
て
の
認
証
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
る
。
販
売
で
き
る
牛
乳
・
乳
製

品
は「
認
証
農
場
の
生
乳
を
１
０
０
％
原

材
料
に
し
た
も
の
」に
限
り
、
混
ぜ
物
の

製
造
・
流
通
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

同
協
会
は
、
認
証
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

※
生
産
者
～
客
観
的
な
物
差
し
を
当
て
、

　
家
畜
の
飼
い
方
や
経
営
を
見
直
せ
る
。

　
ス
ト
レ
ス
の
な
い
飼
い
方
を
ア
ピ
ー
ル

　
し
、
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ

　
ら
れ
る

※
加
工
・
流
通
関
係
者
～
畜
産
食
品
を
ブ

　
ラ
ン
ド
化
す
る
な
か
で
、
販
売
戦
略
の

　
手
法
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

※
消
費
者
～
食
品
購
入
の
選
択
肢
が
広
が

　
り
、
良
い
環
境
の
下
で
育
ま
れ
た
食
品

　
に
よ
っ
て
癒
し
も
得
ら
れ
る

　

を
挙
げ
、
Ａ
Ｗ
の
認
知
度
ア
ッ
プ
と
関

連
食
品
の
普
及
に
向
け
模
索
中
だ
。

　

す
で
に
、
道
内
外
の
３
農
場
が
認
証
を

取
得
し
、
他
に
数
件
が
審
査
中
。
こ
の
あ

と
、
食
品
事
業
所
の
審
査
を
進
め
、
年
内

に
も
認
証
マ
ー
ク
を
貼
っ
た
牛
乳
・
乳
製

品
が
登
場
す
る
見
込
み
だ
。
今
後
、
数
年

か
け
て
肥
育
豚
や
肉
用
牛
、
採
卵
鶏
の
認

証
基
準
も
策
定
し
、
Ａ
Ｗ
の
普
及
・
推
進

に
つ
な
げ
て
い
く
。

「
健
康
な
家
畜
か
ら
安
全
で
質
の
良
い
食

品
を
供
給
す
る
事
業
」を
実
践
し
、
家
畜

と
と
も
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て「
癒
し

を
受
け
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
」

を
確
立
し
よ
う

─
─
と
い
う
目

標
を
掲
げ
る
の

は
、
昨
年
発
足

し
た
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

フ
ー
ド
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ジ
ャ

パ
ン（
中
嶋
千

里
代
表
・
略
称

Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
）で

あ
る
。

　

同
会
設
立
の

核
に
な
っ
た
の

は
、
酪
農
・
肉

用
牛
・
養
豚
・

採
卵
鶏
・
肉
用

鶏
の
５
部
門
か

ら
集
ま
っ
た
20

ほ
ど
の
農
場
。
こ
れ
に
、
資
材
業
者
や
乳

業
メ
ー
カ
ー
、
農
畜
産
物
の
宅
配
事
業
体
、

生
協
関
係
者
、
個
人
会
員
な
ど
が
加
わ
り
、

Ａ
Ｗ
の
共
同
体
づ
く
り
を
め
ざ
す
。
農
場

交
流
会
や
見
学
会
、
非
去
勢
豚
肉
の
試
食

会
な
ど
の
活
動
を
進
め
て
き
た
。

　

北
海
道
勢
が
中
心
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
協
会
が
認
証
制
度
を
事
業
の

柱
に
す
え
て
い
る
の
に
対
し
、
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ

は
生
産
者
自
身
が「
５
つ
の
自
由
」に
沿
っ

た「
Ａ
Ｗ
の
現
況
と
自
主
的
３
カ
年
計
画
」

を
作
成
・
公
表
し
、
畜
産
食
品
の
普
及
に

つ
な
げ
て
い
く「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
方
式
」を

追
求
し
て
き
た
。
現
在
、
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
養
豚
や
養
鶏
・
酪

農
・
肉
牛
経
営
に
携
わ
る
11
の
事
業
体 特色のある農畜産物を販売する東京のスーパー。ＡＷ認証マークが貼られた畜産食品が店頭に並ぶ

には、もう少し時間が必要だ

「家畜との付き合い方を考え、広めていく運動
を」と呼びかけるＡＷＦＣ代表の中嶋千里さん

オランダの養鶏場などの視察を振り返る黒富
士農場の向山一輝さん

（一社）アニマルウェルフェア畜産協会は年に数回、セミナーを開いて普及・啓発を続ける（今年３
月、札幌市内で）

生
産
者
が「
改
善
計
画
」を
公
表

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
方
式
で
普
及
へ

認
証
食
品
の
売
上
高
が
急
伸

雄
の
子
豚
の
去
勢
廃
止
も
進
む

ケ
ー
ジ
飼
育
や
嘴
の
切
断
禁
止

Ａ
Ｗ
養
鶏
へ
急
速
に
進
む
変
革
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バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
の
使
用
禁
止
を
決
め
、

91
年
か
ら
は
全
面
禁
止
さ
れ
た
。

　

70
年
代
初
め
に
は
、
家
畜
の
福
祉
向
上

を
目
的
に
す
る
保
護
団
体
が
発
足
。
独
自

の
家
畜
飼
養
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
、

第
三
者
機
関
に
よ
る
認
証
制
度
や
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
開
発
し
た
と
い
う
か
ら
、
長
い

蓄
積
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

90
年
代
に
な
る
と
農
家
に
対
す
る
直
接

支
払
い
を
導
入
し
た
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
支
払

い
の
形
で「
動
物
に
や
さ
し
い
条
件
下
で

の
飼
養
」を
推
進
。
そ
し
て
、「
屋
外
で
の

放
し
飼
い（
Ｒ
Ａ
Ｕ
Ｓ
）」「
動
物
に
や
さ
し

い
畜
舎
シ
ス
テ
ム（
Ｂ
Ｔ
Ｓ
）」と
い
う
二

つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
策
定
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

大
山
さ
ん
に
よ
る
と
、
牛
や
羊
な
ど
草

食
動
物
の「
放
し
飼
い
」の
場
合
、
１
カ
月

あ
た
り
夏
場
で
26
日
、
冬
場
で
13
日
の
放

牧
ま
た
は
屋
外
で
の
運
動
が
認
定
要
件
と

い
う
。「
畜
舎
シ
ス
テ
ム
」で
は
、
横
臥
で

き
る
場
所
と
食
餌
場
所
を
区
切
る
こ
と
な

ど
を
明
記
。
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
と

交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、

直
接
支
払
い
と
セ
ッ
ト
で
Ａ
Ｗ
の
向
上
を

促
し
て
い
る
。

　

日
本
の
農
水
省
は
、Ａ
Ｗ
に
つ
い
て「
家

畜
の
快
適
性
に
配
慮
し
た
飼
養
管
理
…
」

と
い
う
役
人
用
語
を
作
り
、
な
る
べ
く
狭

ス
の
鶏
舎
を
視
察
し
た
。

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
畜
産
物
や
Ａ
Ｗ
畜
産
物

の
小
売
り
価
格
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。
１

個
42
円
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
卵
と
同
程
度
で

Ａ
Ｗ
卵
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
」

「
日
本
で
は
機
械
化
イ
コ
ー
ル
大
量
生
産

を
連
想
す
る
が
、
オ
ラ
ン

ダ
畜
産
は
生
産
者
の
作
業

と
人
件
費
の
負
担
を
軽
減

し
な
が
ら
、
Ａ
Ｗ
の
た
め

の
機
械
シ
ス
テ
ム
を
発
達

さ
せ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
た
め
の
補
助

金
を
含
む
国
家
的
な
支
援

と
規
制
が
Ａ
Ｗ
畜
産
を
促

進
す
る
。
Ａ
Ｗ
食
品
を
選

択
す
る
消
費
者
行
動
や
、

小
売
り
事
業
者
が
関
連
商

品
の
取
り
扱
い
を
拡
大
す

る
こ
と
で
普
及
を
後
押
し

し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の

採
卵
養
鶏
は
従
来
型
の

ケ
ー
ジ
が
90
％
以
上
を
占

め
る
が
、
何
も
行
動
せ
ず

世
界
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ

と
だ
け
は
避
け
た
い
」（
向

山
さ
ん
）

　

神
奈
川
県
内
で
養
豚
か

ら
加
工
ま
で
手
が
け
る
、

中
津
ミ
ー
ト
の
松
下
憲
司
さ
ん
は
視
察
先

の
養
豚
場
の
感
想
を
述
べ
た
。
雄
子
豚
の

去
勢
に
対
し
、
日
本
の
養
豚
業
界
に
と
っ

て「
最
大
の
問
題
」と
の
認
識
を
示
し
、「
オ

ラ
ン
ダ
で
は
去
勢
し
な
い
豚
は
加
工
用
に

回
さ
れ
、
日
本
と
は
感
覚
が
違
う
」。
放

牧
養
豚
に
つ
い
て
も「
繁
殖
効
率
が
悪
く
、

母
豚
の
状
態
も
良
く
な
く
経
営
的
に
ペ

イ
し
な
い
」と
否
定
的
な
見
方
を
示
し
た
。

施
設
型
養
豚
の
な
か
で
Ａ
Ｗ
の
改
善
を
進

め
る
立
場
か
ら
の
感
想
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

オ
ラ
ン
ダ
視
察
を
企
画
し
た「
Ｒ
ａ
ｄ

ｉ
ｘ
の
会
」事
務
局
の
加
藤
し
の
ぶ
さ
ん

は
、体
験
農
場
や
自
然
食
品
店
、ス
ー
パ
ー

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
一
方
で
、「
生
産

者
の
肉
体
労
働
を
担
っ
て
い
る
の
は
移
民

の
力
。『
Ａ
Ｗ
の
政
党
も
あ
る
が
、
消
費
者

は
商
品
価
値
が
な
い
と
買
っ
て
く
れ
な

い
』と
い
う
生
産
者
の
声
も
聞
い
た
。
ブ

ラ
ン
ド
化
し
た
自
分
の
商
品
を
販
売
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
」と
指
摘

し
た
。

　

九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
の
国
土
に
７
４

０
万
人
が
暮
ら
す
ス
イ
ス
は
、
写
真
に
必

ず
草
地
が
写
る“
牛
の
国
”と
い
う
。
立
教

大
学
経
済
学
部
准
教
授
の
大
山
利
男
さ
ん

は
、
同
国
の
Ａ
Ｗ
と
有
機
畜
産
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

　

ス
イ
ス
の
動
物
保
護
団
体
の
始
ま
り
は
、

ペ
リ
ー
の
黒
船
が
来
航
し
た
江
戸
末
期
こ

ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
運
動
の
歴
史
は
古

く
、
欧
州
諸
国
に
先
駆
け
１
９
８
１
年
に

く
解
釈
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
金
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

生
産
者
の
改
善
意
欲
を
引
き
出
そ
う
と
す

る
姿
勢
に
乏
し
く
、
ス
イ
ス
な
ど
と
は
対

照
的
で
あ
る
。

　

ス
イ
ス
の
有
機
畜
産
や
Ａ
Ｗ
に
つ
い

て
、大
山
さ
ん
は「
エ
コ
ロ
ジ
ー（
生
態
学
）

と
エ
ト
ロ
ジ
ー（
動
物
行
動
学
）の
セ
ッ
ト

で
科
学
性
を
重
視
し
て
い
る
」と
評
し
た
。

前
出
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
上
回
る
仕
組
み

と
し
て
有
機
畜
産
農
場
の
基
準
を
設
け
、

認
証
表
示
に
よ
っ
て
追
加
の
プ
レ
ミ
ア
ム

を
手
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。
国
を
挙

げ
て
Ａ
Ｗ
や
有
機
畜
産
を
支
え
る
施
策
を

講
じ
て
国
土
を
守
る
─
─
そ
ん
な
生
き
方

か
ら
教
え
ら
れ
る
も
の
は
多
い
。

　

本
誌
５
・
６
月
号
に
登
場
し
た
鈴
木
宣

弘
さ
ん（
東
大
教
授
・
農
業
経
済
学
）は
、

講
演
の
な
か
で
よ
く
、
ス
イ
ス
の
子
ど
も

の
話
を
こ
う
紹
介
す
る
。

「
卵
が
１
個
60
～
80
円
も
す
る
が
、
そ
の

卵
の
ほ
う
が
売
れ
て
い
た
。
買
っ
て
い
た

小
学
生
く
ら
い
の
女
の
子
に
聞
い
て
み
る

と
、『
買
う
こ
と
で
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
生

活
も
支
え
ら
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
わ
た
し

た
ち
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
当
た
り
前
で
し
ょ
』と
、
い
と
も
簡

単
に
答
え
た
と
い
う
。
食
の
確
保
と
安
全

性
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
教

育
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
か
…
…
」

　

こ
う
し
た「
少
し
高
く
て
も
生
産
者
を

支
え
た
い
」と
い
う
気
風
は
、
連
綿
と
続

く
動
物
保
護
の
歴
史
の
な
か
で
次
の
世
代

に
継
承
さ
れ
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

や
有
機
農
業
に
対
す
る
手
厚
い
支
援
策
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

農
水
省
は
今
、
３
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
食
材
調

達
に
苦
慮
し
て
い
る
。
食
材
に
は「
持
続

可
能
性
に
配
慮
し
た
畜
産
物
」が
求
め
ら

れ
、
そ
の
要
件
の
一
つ
に「
Ａ
Ｗ
に
対
し

て
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
た
め
に

は
、
欧
州
版
か
日
本
版
の
Ｇ
Ａ
Ｐ（Good 

Agricultural Practice

の
略
。
農
業
生

産
工
程
管
理
）の
取
得
も
必
要
に
な
る
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
法

的
な
枠
組
み
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
農
水
省
は
、
外
郭
団
体
の
畜
産
技
術

協
会
が
策
定
し
た「
飼
養
管
理
指
針
」に

「
Ａ
Ｗ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」を
加
え
、
こ

れ
を
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
評
価
基
準
と
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
大
方
の
畜
産
農
場

が
合
格
で
き
る
レ
ベ
ル
の
も
の
で
、
国
際

的
な
Ａ
Ｗ
の
認
証
基
準
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　

農
水
省
は
４
千
万
円
の
関
連
事
業
費
を

組
み
、
道
農
政
部
や
農
業
団
体
も「
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
取
得
」に
向
け
窓
口
を
設
け
、
研

修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
一
過
性
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
泥
縄
的
に
基
準
ら
し

き
も
の
を
作
る
─
─
そ
れ
が
本
当
に
Ａ
Ｗ

畜
産
を
振
興
し
、
動
物
と
人
間
の
満
ち
足

り
た
関
係
に
つ
な
が
る
の
か
疑
問
が
湧
く
。

こ
の
件
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
レ
ポ
ー
ト

し
た
い
。

■
一
般
社
団
法
人 

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
畜
産
協
会

中
札
内
村
西
札
内
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有機畜産とセットでＡＷを推進するスイスの
状況を語る立教大の大山利男さん

国内では一般的な子豚の育成舎。スノコ床なので、豚の習性であ
る地面を掘り返すことができない

オランダ・ロンディール社が開発したＡＷに配慮した大規模な平飼い鶏舎（同社のＨＰから）

直
接
支
払
い
と
セ
ッ
ト
に
し
て

Ａ
Ｗ
や
有
機
を
進
め
る
ス
イ
ス

東
京
オ
リ
パ
ラ
の
食
材
調
達
で

泥
縄
的
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
動
き


